第８回大阪府新公会計制度アドバイザリー会議　議事要旨

日　時：平成２２年２月２３日（木）１０時から１２時１５分
場　所：新別館北館５階　共用会議室３
出席者：新公会計制度アドバイザー（小幡寛子氏、清水涼子氏）

総務部副理事（新公会計制度PT長）ほか５名

【純資産変動計算書について】

アドバイザーの主な発言
· 純資産変動計算書を、キャッシュ・フローの項目と組み合わせて作成することには難（分かりにくい印象）がある。

· 純資産変動計算書によって内部取引（組織変動、一般財源調整等）の現状を表すことを検討すること。

· 資産の変動と負債の変動を関連づけて要因分析を行う事で、純資産変動計算書によって世代間負担の現状を表すことを検討すること。
【勘定科目、キャッシュ・フロー科目ついて】
アドバイザーの主な発言
· 直接雇用からアルバイト等の非正規職員に切り替える昨今の方向性から、「賃金」の「人件費」としての計上を検討すること。
· 地方債の発行差金の勘定科目については、地方債利子（償却原価）という名称での計上を検討すること。
· 基金借入金のキャッシュ・フロー計算書の中の「収受」は、「基金運用金借入」ではなく、「基金借入金」の勘定科目で計上すること。
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